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コロナ禍における
ワーカーの
ウェルビーイングの変化

　日本国内でCOVID-19 の感染流行が始まってから約

一年が経過しようとしている。この新しい感染症の出現

で生活様式は大きく変貌し、私たちは今も感染リスクや

不透明な社会状況の中で日常を過ごしている。本講演で

は、このような環境下においてワーカーのウェルビーイン

グにどのような変化が起きたのか、そしてそれを踏まえ

た上でファシリティマネジメントに何ができるのかについ

て、登壇者と議論を行った。

　本講演は二部構成とし、前半は慶應義塾大学総合政策

学部の島津明人先生より学術的な見地からテーマに関す

るご講演をいただいた。コロナ禍におけるワーカーのメン

タルヘルスの変化に関するデータを確認しながら、同じ

メンバーが同じ場所で働く接触型の働き方からメンバー

同士が分散し自律して働く非接触型の働き方に変化した

ことで、職場の役割を改めて捉え直す必要性があること

を強調した。特に在宅勤務においては、人間の３つの心

理的欲求である有能性（環境と有効に関わっていける能

力を持った存在でありたい）、自律性（自分の行動を自己

決定できる主体でありたい）、関係性（他社や社会と絆

やつながりを持っていたい）をどう充足させるかという視

点が重要であり、それらを満たすための工夫をすることで

分散型の働き方であっても、ワーカーがイキイキと自ら仕

事を組み立てる主体的朗働につながっていくと述べた。

　後半は、当研究部会のネルケプランニング総務部の中

沢佳代氏、47 インキュベーションSR 部の猪飼恒樹氏も

加わり、それぞれがファシリティマネジャーやサービスプ

ロバイダーの視点からテーマに関する問題提起や議論を

行った。コロナ禍に現場で起きた課題として、やりがいを

感じながら行っていた仕事が急に継続できなくなったこと

による喪失感、在宅勤務者と現場勤務者の感情の対立、

在宅勤務による同僚から受ける業務上の支援の希薄化、

ストレス解消になっていた何気ない雑談の減少、フェイク

ニュースを含むメディアやSNSを通じた情報から受けるス

トレスなどが挙がった。また、これらの解決策として、会社

内で異なる働き方をしている人同士が互いの状況をよく

知る機会を設けること、遠隔で仕事の相談をしづらくなっ

たと悩むワーカーがいたら改めて自分を支えてくれる人

をリストアップし、サポートマップとして事前に書き出して

おくことで手助けを求めやすくなる等が意見に挙がった。

　こういった課題への対策を進めていかなければなら

ない一方で、コロナ禍における経験は今後の働き方の

可能性を拡げるチャンスと捉えることもできる。ポストコ

ロナに向けたオフィスづくりでは、分散型の働き方がま

すます広がると予想されることから、ファシリティを単な

るハードではなく、先に述べた３つの欲求を実現する

装置として捉え直すことがワーカーのウェルビーイング

実現のために重要であるかもしれない。加えて、不確実

性が増す社会環境への対応として、ひとつの形に留まら

ない、変化に柔軟に対応できる新しいオフィスデザイン

手法を模索していくことも重要である。ファシリティマネ

ジャー、サービス提供者等はワーカーがイキイキとウェ

ルビーイングに働ける職場、そして社会を構築していく

ため、これまで以上に情報を共有し、共に知恵を絞って

いく必要があるだろう。◀
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図表　本講演における議論の全体像 講演登壇者（左上より時計回りに、島津先生、筆者、中沢氏、猪飼氏）




